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アジア･アフリカ産の旧世界ザルを対象に,最新
の研究を紹介しながら,今後の研究の動向を探ること
を目的として,国際シンポジウムが行われた.この分
野は,竹中修 ･庄武孝義両教授が永年指導的な役割を
果たしてこられた研究領域であり,両教授が今年度定
年退職を迎えられることを記念して企画されたもので
ある.アジア産のマカクからリー フモンキー,アフリ
カから中東のヒヒ,ならびにヒトやゾウ,そして形態
学から生態,行動,遺伝や分子化学の分野までを含ん
だ幅広い発表があった.
特にヒヒとマカクについては,属全体を見渡した
広い見地から,最新の手法を用いてその進化過程を再
検討し,類縁関係の見直しを行おうという発表が多く,
瓜近のこの分野の発展をよく反映したものとなった.
またトピックとしてはかなり離れた内容であっても,
それぞれに最近の研究の流れが凝集されており,多分
野関の交流をいっそう際だったものにしていた.それ
はおそらく両教授を中心に共に研壊してきた研究者仲
間が主体となったシンポジウムだったということも,
大いに関係していたと思われる.
ただ残念なことに両教授共に病のためこのシンポ
ジウムに参加できず,特に竹中教授はシンポジウム開
催糊m]中に他界されるという不幸にみまわれてしまっ
た.竹中教授が死の前日まで研究者仲間との交歓を尽
くされていたことをせめてもの慰めとしつつ,その適
格を偲びたい.
(文責 :渡連邦夫)
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